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空間に感じる身体の歓び　　1960 年代の二つの階段
北 典夫

　忘れられない二つの階段がある。
ともに1960 年代につくられ，今では失わ
れてしまったが，階段のデザインに行き詰
まったり迷いが生じたとき，いつもこれら
を思い浮かべる。
　昔を懐かしんでいるのではない。いやむ
しろ，今の時代にこそ必要とされるデザイ
ンの根幹を，二つの階段は備えていたと思
えるのだ。
　一つは用としての堅牢さである。大地を
踏みしめるのと同じ感覚をもって昇降でき
ることは階段の基本であるが，つい忘れが
ちなことでもある。
　もう一つは昇降の動作の中に楽しみを含
んでいることだ。すなわち，スムーズであ
りながら，利用のたびに身体の感覚がリ
セットされるような力が備わっていること
である。
　これからもこの二つの階段は，私にとっ
て原点であり，目標であり続けるだろう。

鹿島旧赤坂別館
（1964年竣工，2005年解体，設計／ KAJIMA DESIGN）

　地上5階，地下2階と小規模ながら，赤
坂地区の高台に位置し，周囲に高層ビルが
なく，四方からよく目につく建築であった。
スパン7.5 × 7.5m，階高 3.31m で，人工
石材で覆われた柱と梁からなる純白のフ
レームはスレンダーなプロポーションをも
ち，バルコニーが深い陰影をもたらす格段
にモダンで優美な外観を誇り，40 年を経
てなおその印象が変わることはなかった。
　外観と同じく，内部もモダニズムの粋を
示していた。床，壁，天井の素材は極度
に限定され，それぞれが小割りにされず，
ガラスを含む壁面は床から天井まで原則1
枚。水平も垂直も，継ぎ目がきわめて少な
く，あっても極細に納められていて，ライ
ンが目立たない。そのため内部にいても柱
梁のフレーム構成が強く印象づけられる。
　1階がエントランス，ここから2階の応
接室等へ，あるいは地下1階の大ホールに

行くという構成で，平面の中央に3層吹抜
けがあり，階段が2本かけられている。大
人数が一時に使用することから相当の頑丈
さが求められる一方，空間の容量に比して
かなり大きなボリュームになるので軽やか
さも求められる。加えて2本とも，一直線
ではなく，きれいに折り返すのでもなく，
踊り場を経て鉤の手に曲がって昇降する。
階段のデザインとしては最高難度に違いな
い。
　支えとなる鉄骨から段床（踏み板）を両
側にはね出し，化粧ささらの見込み寸法を
薄く押さえている。手摺子は4段で1スパ
ンのステンレスフレーム，その上に同材の
手摺が回っていて，そのまま吹抜けの手摺
に連なっている。1階の吹抜け長手方向に
はプランターを配し，手摺を省略している。
　透明感の限りが追求され，妥協なく，無
理もなく，強く，そして美しくデザインさ
れた究極の階段。そのありさまは永遠の輝
きを放っている。

3 層吹抜にかけられた 2 本の階段。踊り場を経て鉤の手に曲がって昇降する，美しくデザインされた究極の階段 （2 点とも撮影：川澄明男）
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St PL-2.3 
メラミン焼付塗装 

St PL-2.3 
メラミン焼付塗装 

手摺 SUS 

踏面 モルタル下地 厚 45 の上，ラバータイル 500 角 

リブラス
フィラープレート 厚 5 

黒御影石 厚 45 

玄関から吹抜けの階段を見る
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うづくりの壁面に打ち込まれた片持ち階段
東洋文庫　三菱地所設計
構造設計／三菱地所設計　施工／戸田建設　主要用途／図書館　構造・規模／ SRC 造・地下 1 階，地上 7 階　階段製作／ステアックス　手摺製作／墨田建築工業　仕上工事／ Jフロント
竣工／ 2011 年 1 月　所在／東京都文京区　撮影／畑 拓

本実型枠による化粧コンクリート打放し壁面。その壁から片持ちでシン
プルに持ち出している踏板。この二つの見せ場を両立させるため，多く
の技術的・施工的な工夫がされている階段である。コンクリートに打ち
込まれているささらプレートに溶接された 12mm の段板プレートは，
上下に補強リブを入れることによって 1,200mm を超える跳出しを成
立させている。このプレートとささらの接合部には，コンクリート充填
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用の打設口が設けられ，一発勝負のコンクリート打放しの成功の鍵と
なっている。このような配慮をした上で，コンクリート打設は，多くの
人数をかけ慎重に行ったそうである。
また，建築基準法上必要となる踊り場を展示スペースを兼ねた基壇で切
り離しているが，法の解釈をデザインに読み替えたことが，この階段を
シンプルで軽快なものとしている。
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フラットバーで吊ったブランコを連続させた階段
E計画　竹中工務店・日立建設設計設計監理共同企業体
施工／竹中工務店・鹿島建設共同企業体　階段製作／横森製作所　竣工／ 2009 年 10月　所在／兵庫県

54
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C

C

B

B

1FL＋3.930 1FL±0

風除室 エントランスホール

A部

吊材受 St H-250×125

吊材
St FB-12×75 SOP

手摺笠木 SUS φ38 HL 仕上

SUS φ12 HL 仕上

PB 厚12.5+15 クロス張

St L-50×50

ビニル幅木

振止 St φ9  SOP

St FB-6×19 SOP

強化ガラス 厚10 飛散防止フィルム張

SUS 厚1.5 HL

SUS 厚3 HL

r=7

現場溶接の上 ,
表裏グラインダー仕上

溶接の上 ,
パテ処理

ノンスリップ

SUS 厚3 HL

ガラス色アクリル 厚3

St PL-1.6 SOP

St FB-12×75 SOP

St PL-4.5 SOP

ガラス色アクリル 厚3

ビニル床タイル

モルタル

St L-75×75

St H-300×150

St PL-1.6 SOP

St PL-1.0 SOP

天井 PB 厚12.5＋12.5 EP2

PB t12.5+12.5  EP-2

照明器具 塩ビ見切

r=120

12
.5

15
0

37
.5

120
15 155

250

15
1.
15

15
1.
15

〃
35

40

75 60 10

32848

8,200

1,
76
3

26 1

同断面のフラットバーによる吊り材と水平
支持材を52本連続させ，その上に薄いス
テップを載せて26連ブランコのような形
にして，上部に揺れ止め鉄筋を2本付け
ている。視線防止の手摺ガラスを付けてい
るが，1枚をステップごとの幅にして特殊
加工を省いている。また3段おきにガラ
スの間に入っている手摺受けのフラット
バーを吊り材より薄くして，吊り材を強調
している。ステップごとの隙間にも視線防
止のアクリル板が入っているが，ステップ
の支持材を中央と奥に配置し，段鼻を出し
て浮遊感を演出している。
フラットバーの連続格子，ステップ，手摺
を極限までシンプルにまとめ，天井スリッ
トの光の中から吊られている感じを出すこ
とにより，階段をエントランスホールのオ
ブジェにしたいという意図がうまく達成さ
れている。溶接などの現場作業の大変さが
推察され，施工者も称えたい。

55



発光するオブジェのような階段
テクニカハウス　竹中工務店
構造設計／竹中工務店　施工／竹中工務店　主要用途／事務所，住宅　構造・規模／ SRC 造 一部 S 造・地上 8 階　鉄骨階段／ステアックス　階段手摺・照明ボックス／峰村金属工事　
階段ノンステップ木造作／松坂屋誠工　竣工／ 2001 年 9 月　所在／東京都文京区　撮影／畑 拓

世界トップクラスの先端技術とシェアを誇るオーディオメーカー社
屋のエントランスホール吹抜けの鉄骨階段。リズミカルに連続する
段板の浮遊感を強調するため，2 枚のささらプレートを可能な限り
中央に寄せ，そのプレートの間に既製のシームレスライン照明を直
付けしている。メンテナンスの容易さを図るとともに，上方（踏面側）
に対してはフットライト，下方（段裏側）に対しては建築化照明と
しての役割をもたせ，階段そのものを発光する彫刻的なオブジェの
ように見せている。また，手摺は溶接痕が直接見えないように配慮
しながら最小断面の線材を巧みに組み合わせており，階段の繊細さ
と軽やかさを一層際立たせている。アクロバティックな手管に走ら
ず，モノのあり方を素直に，かつ厳しく追及することで生まれる「素

（す）」のディテールの好例である。
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開放的な吹抜けを演出するシンプルな側桁階段
GC Corporate Center　KAJIMA DESIGN， 谷口吉生（設計監督）
構造設計／ KAJIMA DESIGN　施工／鹿島建設　主要用途／事務所　構造・規模／ S 造・地下 1 階，地上 9 階　階段およびステンレスノンスリップ，蹴込み部分ルーバー製作／横森製作所　
手摺笠木 ,ささら幕板製作／墨田建築工業　竣工／ 2011 年 1 月　所在／東京都文京区　撮影／畑 拓
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5 階平面　1／ 600 A 部平面　1／ 200

6 階平面　1／ 600 B 部平面　1／ 200

7 階平面　1／ 600 C 部平面　1／ 200

8 階平面　1／ 600 D 部平面　1／ 200

9 階平面　1／ 600 E 部平面　1／ 200

A部

B部

C部

D部

E部

ラウンジ

ラウンジ

モデルルーム

トレーニングルーム

休憩室 ロビー

ロビー

トレーニングルーム

モデルルーム

シュミレーション
ルーム

シュミレーションルーム

レクチャールーム

レクチャールーム

ロビー

F F

F F

FF

FF

FF

テラス テラス

22,150

7,910（305×22 段＋1,200）

1,200
幅木空調

1,200

9,740（205×28 段＋1,200）

8,215（305×23 段＋1,200）

7,910（305×22 段＋1,200）
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0
30
0
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5
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0

50
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0
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0
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5
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5

1,
30
0

50
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5

2,
77
5

5,
18
0

4,
38
0

5,
18
0

5,
18
0

2,350 3,900 3,900〃 4,150 2,025 287.5800 800

上部トップライト

DN

DN

A/C
A/C

A/C
A/C

UP

UP

UP

UP

DN

DN

トップライト

ガラススクリーン

床空調吹出

防火防煙シートシャッター
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非日常を演出する御影石の螺旋階段
ミズレイコ カラート71　葉デザイン事務所
構造設計／石山構造建築事務所＋草場基成　施工／太平工業　主要用途／事務所，住宅　構造・規模／RC造＋SRC造＋S造・地下 2階，地上 4階　竣工／ 1997 年 11月　所在／東京都渋谷区
撮影／新建築写真部
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屏風状フレームレスガラスが全面を覆う建築で
ある。ショールームとオフィスを繋ぐ御影石の
螺旋階段は，降り立つショールームに向かって
徐々に広がる有機的なシルエットをもつ。ま
た，その昇降する軌跡は矩形の平面形をもつ

踏面の回転によってのみ描かれたシンプルなも
のである。この無垢の石とスチールの段板は極
限まで薄さが追求されるとともに，エッジまで
徹底して石で仕上げられており，その奥行きは
720mmから始まり，着地点では900mmに

まで増幅する。人々の動きの重力感とスピード
感を捉えた螺旋階段固有の空間性が非日常を演
出している。美しいフォルムにドラマティック
なシークエンスが仕掛けられた階段である。
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